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№581 2017.12.26（火） 

                             埼玉協同病院薬剤科 

 

＜今月のトピック＞ 

 

 

 
●疑義照会件数 

☆195件(2017年5月1日～31日)  

●処方変更となった件数：36件 

＜内訳＞ 

・重複投与 

・副作用歴のある薬が処方 

・疾患禁忌薬の投与 

・過量投与 

・医師の処方間違い（入力ミス） 

 

具体的事例として以下のような内容 

がありました。 

 

【重複投与】お薬手帳確認で定期内服薬の把握が重要です！ 
 

                重複 
 

 

 

複数科の受診で重複 
 

 

 

 

 

【過量投与】 
 

 
         

 

 

 

 

 

ＤＩニュース  

院外処方箋で発生した疑義照会内容を紹介します。 

  ＰＰＩ 
または 

Ｈ2ブロッカー 
 

  ＰＰＩ 
または 

Ｈ2ブロッカー 
 

他院 当院 

     内科-耳鼻科：「カルボシステイン」 

皮膚科-耳鼻科：抗アレルギー薬「タリオン」-「ロラタジン」 
 

 

「セフジトレン」     

・3歳(体重 11kg)の児  

成人量 300mg/日で処方あり→ 適正量 100mg/日 に変更 

「ザイザルシロップ」 

・6歳の児  

成人量 10ml×1で処方あり →2.5ml×1 に変更 

小児への処方は体重・年齢に合わせた用量設定を！ 
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【疾患禁忌薬の投与】 

 

 

 

 

 

 

ベサコリンはパーキンソニズムの患者に禁忌！ 
要因）パーキンソン症状の患者は、ドパミン減少とアセチルコリン（の割合）の増加により運動障

害が生じます。ベサコリンがコリン作動性作用を増強させる恐れがあるため症状悪化をもたら

します。 

 

 

【医師の処方間違い（入力ミス）】 
 

 

・「フルティフォーム」1日4回 1回2吸入           1日2回 1回4吸入           

 

・「アドエア（500）」1日1回 1回2吸入           1日2回 1回1吸入 

 

 

【医師の処方間違い（入力ミス）】 
 

単位・１日量の選択間違い！ 
 

・アストマリ（メジコン）   1日 7錠         1日 3錠 

  

・モニラック原末       1包 分3          3包 分3 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パ－キンソン治療薬を服用している患者 

処方：ベサコリン 

1回量と回数の打ち間違いに注意！ 
 

－今月号の目次－ 

①＜今月のトピック＞院外処方箋で発生した疑義照会内容の紹介・・・・・P1～2 

②プロトコールに基づく薬物治療管理（PBPM）運用開始のお知らせ・・・・・P3 

③ＤＯＡＣ減量・切り替え基準・・・P3・付表 

②ＤＩ情報（プレアボイド報告、副作用報告、採用薬変更のお知らせ）・・・・P4 

③ＤＯＡＣ減量・切り替え基準・・・P4・付表 
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●１ヶ月の疑義照会件数195件（2017年5月1日～31日）のうち 

 

PBPMを開始したことにより疑義照会の回避が期待できる件数；62件 

 
☆全ての問い合わせ内容の約３割の疑義照会の回避が期待できます。 

☆薬局薬剤師と病院薬剤師が薬薬連携を通じて「情報の共有化」と「取り決めした疑義照会の簡素

化」を進めることによって、薬剤使用に関する安全性向上に効果があると考えます。薬剤による治

療効果を高めるためにも、院内の枠を超えた地域レベルでのチーム医療の実現を行っていきます。 

 

●残りの疑義照会内容の内訳；追加希望薬あり、日数追加、部位記載なし、通常用量との違いによ

る処方量の確認等でした。 

 

●院外処方箋における疑義照会簡素化の合意書について 

前号でお知らせしたＰＢＰＭですが、調剤薬局様から頂いた合意書に病院側の捺印をして返送をす

すめています。 

今後、合意書の準備をされる調剤薬局様は、２枚準備し必ず郵送でお願いいたします。複数ある日

付の箇所は調剤薬局様の捺印部分のみにご記載ください。 

万が一、届いていない調剤薬局様がございましたら、埼玉協同病院 ＤＩ室 電話048-296-9249にお

電話頂けますようお願い致します。 

 

 

 

 

 

お問い合わせの多いＤＯＡＣとワーファリン、ＤＯＡＣとヘパリンの切り替え基準について別表で

一覧にしました。 

（１）ＤＯＡＣ（エリキュース、リクシアナ、イグザレルト、プラザキサ）の減量基準 

（２）抗血栓薬切り替え基準 

①ワーファリンからＤＯＡＣへの切り替え 

②ＤＯＡＣからワーファリンへの切り替え 

③ヘパリンからＤＯＡＣへの切り替え 

④ＤＯＡＣからヘパリンへの切り替え 

 

※一覧はマイツールの医薬品集；医薬品集付録に掲載しています。 

他にも医薬品集付録に疾患別医薬品情報を掲載していますのでご活用ください。 

 

 

 

 

 

プロトコールに基づく薬物治療管理（PBPM）運用開始しました。 

～院外処方箋における疑義照会簡素化プロトコール～ 

ＤＯＡＣ減量・切り替え基準を一覧にしました。 
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＜気になる事例の紹介～プレアボイド報告より～＞ 
薬剤名 問い合わせ内容 結果 

ワソラン錠 40mg うっ血性心不全悪化あり、ワソランは陰性変力作用あり、重

篤なうっ血性心不全には禁忌となっている。継続でよいか。 

ワソラン中止 

ソルデム３A輸液 K 高い（5.7）。
ソルデム３Aではなく、Kフリーのソルデム 1

号に変更可能か確認。 

ソルデム１号へ変更 

＜副作用報告＞(県連DI委員会 11月報告より)  副作用検討 6 件 

N

o 
薬効分類 被疑薬 副作用症状 

グレー

ド 
院所 評価 

1 
非ステロイド性消炎・鎮痛剤

（COX-2選択的阻害剤） 
セレコックス錠 100mg 薬疹 1 協同 可能性あり 

2 
カルバペネム系抗生物質製剤 メロペネム点滴静注用 0.5g

「NP」 
肝障害 2 熊谷 可能性あり 

3 
β-ラクタマーゼ阻害剤配合抗

生物質製剤 
タゾピペ点滴静注「ニプロ」4.5 

血小板減少 

溶血性貧血 

3 

1 
熊谷 

可能性あり 

可能性あり 

4 セフェム系抗生物質製剤 リアソフィン静注用１ｇ 肝障害 2 西協同 可能性あり 

5 経皮吸収型鎮痛消炎剤 ロコアテープ 発赤 1 西協同 可能性あり 

6 
ヘリコバクター・ピロリ除菌

治療剤 
ラベキュアパック 400 

発疹 

そう痒 

2 

1 
浦和 

可能性あり 

可能性あり 

＜採用薬変更のお知らせ＞(県連薬事委員会 11 月報告より)    

新規採用  採用削除 
変更理由 メーカー 薬品名 規格 薬価  メーカー 薬品名 規格 薬価 

販売中止に伴

う代替薬の新

規採用 

鶴原製薬 
オーネスST配合

錠 
5.6 円/錠   

ファイザ

ー 
アリーゼ S配合錠 5.6円/錠 

採用医薬品供

給困難に伴う

一時的な先発

医薬品の採用 

ファイザ

ー 

ユナシン-S 静注

用

0.75g/1.5g/3g

ただし3gは規格

追加。 

506 円

(0.75g)/769

円

(1.5g)/1104

円(3g) 

 

 

  

販売中止に伴

う採用削除 

同成分・同含有量の「マックメット懸濁配

合ＤＳ」を代替薬としていきます 
 日医工 

マグテクト配合内

服液分包 

1.28 円

/mL 

 
   

帝人ファ

ーマ 

ワンアルファ内用

液 0.5μg/mL 

66.3 円

/mL 

剤型変更 
アスペン

ジャパン 

パセトシン錠

250 
10.0 円/錠  

アスペン

ジャパン 

パセトシンカプセ

ル 250 
9.9 円/C 

規格追加 中外製薬 
エディロールカ

プセル 0.5μg 
69.6 円/C  

 
  

 

情報の提供・お問い合わせは、埼玉協同病院薬剤科 ＤＩ室（内線 9404）までどうぞ  

担当：牧野・柴田・玉水・木村・相良  Tel 048-296-9249  Fax 048-296-5719   

DI情報 


